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研究テーマ： 

外湯巡り文化をもつ地域における歴史的景観保存に関する研究－若者ニーズに着目して－ 

研究概要： 

ソーシャル・ネットワーキング・サービス（以下，SNS）によ

り，マーケティングの手法が多岐に渡っている。我が国におけ

る SNS の利用率は 48.6％であるが，年齢別に見ると 20 代の約
8 割が利用しており，若者にとって SNS は情報発信や伝達ツー

ルとして重要な役割を担っている１）。一方で，SNS の情報発信

では，しばし“バズる”という言葉が用いられる。これは，そのも
のが持つポテンシャルは高いものの，今までそれほど脚光を浴

びなかったものが SNS の投稿により一気に注目を集める現象

を指す言葉である。⾧野県渋温泉郷の宿「金具屋」（図１）もそ
の一つであり，その外観がジブリ映画のモデルになったのでは，

という憶測から活気づいているが温泉地観光は“年配の娯楽”と

いったイメージが根強く，若者の利用は限られている。そのた
め現実ではそれほどルーラルツーリズム（地方観光）は盛り上

がっておらず，老舗宿であっても廃業を余儀なくされている。 

外湯巡り文化を持つ地域は我が国に数か所しかなく，共同浴
場を維持していくことが結果，まちの独特な景観を守ることに

直結しており，建築保存とそこでの生業を守る方法は同時に検

討すべき事柄であると考えられる（図２）。本研究では，外湯巡
り文化をもつ地域の景観を⾧期的に持続していくために，SNS

にて活発に情報共有を行っている若者意識に着目し，我が国独

自の温泉文化とその景観維持，文化とコミュニティの喪失を防
ぐ手がかりを若者ニーズから解明することを目的とし研究を行

った。 

結果： 

 SNS 分析から，若者は「食べ歩き」，「浴衣」，「旅館」，「グル

メ」の写真を SNS に投稿していることが明らかとなった。特に

「可愛いもの」，「美味しいもの」，「写真映えするもの」に対しての関心が高く，地域文化への興味や歴史
的建造物への意識，地域住民との関わりについては，それほど意識していないことが示唆された。また，

黒川温泉は熊本地震による風評被害を受けたが，若者には「被災地を応援するために訪れた」という感覚

は無く，市街地からのアクセスのし易さなどから来訪していることが明らかとなった。宿運営者へのヒア
リング調査では，外国人観光客のマナーについての指摘が多く，温泉街の持続的な維持には，多面的な視

点での調査を続ける必要があると考えられる。 
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図１ 渋温泉郷 金具屋（筆者撮影） 

外湯巡り文化を継承している貴重なエリア 

図２ 黒川温泉（筆者撮影） 

熊本地震による風評被害とインバウンド

による影響 


